
 

大使着任のご挨拶 

 

 

１２月２０日に教皇レオ１４世に信任状を捧呈し、駐バチカン日本大使としての任務を

正式に開始いたしました阿部康次です。 

 

今年（２０２５年）はバチカンにとって大きな１年となりました。４月には、かねてより

病気療養中だった教皇フランシスコ台下が崩御し、その葬儀に我が国から岩屋外相（当時）

が参列しました。また、５月には米国出身者として初めて教皇レオ１４世が教皇選挙（コン

クラーベ）で選出され、その即位式には我が国から総理特使として麻生元総理が出席しまし

た。さらに、２０２５年は２５年に一度のカトリックの聖年として多くの巡礼者がローマを

訪問しました。 

 

我が国がバチカンと外交関係を樹立したのは第二次他世界大戦中の１９４２年ですが、

カトリック教会と我が国との関係はフランシコ・ザビエルがイエズス会の修道士として日

本にやってきた１５４９年に遡ります。また、バチカンは世界に１４億人いるとされるカト

リック教徒の総本山であり、教皇はその頂点として世界の平和、人道、環境等について積極

的に発信しています。 

 

私は、駐バチカン日本大使として我が国とバチカンとの長い交流の歴史を大切にしなが

ら、精神的権威として世界に影響力を有する教皇を頂点とするバチカンと我が国を含む世

界が現在、直面する様々な課題について意見を交わし、協力していきたいと考えています。 

 

 

令和７年１２月２０日 

 

 

駐バチカン日本国特命全権大使 

阿部 康次 

 


